
シート③ 

〈ブースタケーブルの接続の仕方〉〈ケーブルのはずし方〉などを 

 実車を使って体験してみましょう。 

バッテリーが上がったときを想定して、その対処法をアドバイスいたします。 

バッテリーがあがってしまったら 

 
 

①車のボンネットを開け、バッテリーの位
置を確かめます。 

②相手の車（電源車）をブースタケーブ
ルの届く位置まで近付けます。 

③ブースタケーブルを接続します。 
　（番号順に） 

バッテリーあがりの原因 

車を使おうとしてスターターモーター
をまわしたらウンともスンとも言わない。
これは電気の貯金箱であるバッテリー
があがってしまったからです。 
その原因は…… 

①バッテリーターミナルの接触不良 

②室内灯、車幅灯の消し忘れ 

③バッテリー液の不足 

④バッテリー自体が弱っているとき 

バッテリーを長持ちさせるには 

●＋－を逆に接続しないよう十分ご注意
ください。 

④電源側の車をエンジン始動し、エンジ
ン回転を少し高めに保っておきます。 

⑤自分の車のエンジンを始動します。 

⑥ブースタケーブルを接続した逆の順序
ではずします。 

⑦ボンネットを閉め、3～5分アイドリン
グしてからスタートします。 

●あがってしまったバッテリーは、できる
だけ早く充電してください。 

●早目に最寄のスバル販売店で点検を
受けてください。 

●キーレスアクセス＆プッシュスタート
付車の場合、各種設定を行なわないと
エンジンが始動しない場合があります。
取扱い説明書をご確認ください。 

●必ずエンジンを止めて作業してください。 

●＋－ターミナルが工具などでショート
すると危険です。注意してください。 

●ターミナルをはずすときは－側からは
ずしてください。 

　取りつけるときは＋側から取りつけて
ください。 

●ターミナルがゆるまないように確実に
締めつけてください。 

●バッテリーに火気を近づけたり、ショー
ト、スパークは絶対しないでください。
バッテリーからは可燃性のガスが発生
しており、引火爆発の危険があります。 

●清掃するときバッテリー槽内にゴミが
入らないようにキャップは締めつけて
おいてください。 

●充電するときはすべてのキャップをは
ずして通気のよい場所で行なってくだ
さい。 

バッテリー取扱上の注意 

②バッテリー液の補給 

1）バッテリー液が不足しているときはキ
ャップをコインなどではずして各槽上
限までバッテリー補充液（蒸溜水）を
補給します。  

2）補給後はキャップを確実に締めつけ
ます。 

①バッテリーターミナルの清掃 

1）ターミナルに腐食があるときは清掃
します。  

※腐食して白い粉が付着しているときは
ぬるま湯を注いで拭くとよく落ちます。 

※腐食の著しいものはターミナルをはず
し、サンドペーパー、ワイヤブラシでみ
がきます。 

2）ターミナルの締付け具合をみてゆる
みがあれば締めつけます。  

3）清掃、締付け後ターミナルにグリース
をうすく塗っておきます。 
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